
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月 23 日に行われた中華人民共和国駐日本国大使館主催、第 19 回漢語橋世界中高生コンテスト日本

大会に、国際教養科３年湯本真凛さんが出場し、見事全国３位に輝きました。湯本さんは３月から発表す

る原稿の準備にとりかかり、中国語の張先生には授業日の昼休み、授業がない日も放課後に来ていただ

き、熱心に補習をしていただきました。 

  

 

「スピーチ大会」と聞くと、堅くて真面目な場を想像する人もいるかもしれません。しかし、「漢語

橋」は私にとって、そのイメージを良い意味で覆してくれた大会でした。この大会では、全国から中国語

を学ぶ中高生が集まり、それぞれが自分自身の思いや学びを中国語で発表します。ほかの参加者の発表

に刺激を受けるとともに、私自身も練習の成果を発揮することができました。 

そして何より印象に残っているのは、大会を「心から」楽しめたことです。スピーチに加え、中国芸能

披露や中国知識問題といったユニークな審査も行われ、出場者それぞれの個性や中国文化の魅力に触れ

ることができました。私は芸能披露で「大海啊故乡」という歌を歌いました。緊張して声が震えそうで心

配でしたが、会場のあたたかな雰囲気のおかげで、これまでで一番伸び伸びと歌うことができました。全

国から集まった仲間との交流も楽しく、中国語を学ぶ仲間だからこそ話が弾み、大会はあっという間に

終わってしまいました。 

これらの経験を通して、中国語を学ぶ楽しさを改めて感じました。そして今、中国語は単なる語学では

なく、人と人をつなぎ、新しい世界を広げてくれるものなのだと感じています。中国語や中国文化をもっ

と知りたいという気持ちも、以前よりずっと大きくなりました。 
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 ロータリークラブの交換留学プログラムで、エデンさんが 2025 年８月 25 日から 2026 年７月９日

までの１年間、国際教養科現３年生の仲間とともに学びました。エデンさんは茶道班に所属しお点前を

学んだり、書道教室で書道に取り組んだり意欲的に日本の文化に挑戦していました。また３つの家庭で

ホームステイを体験し、多くの人との交流を通して、日本人の温かさを感じたそうです。以下にエデン

さんが留学の感想を日本語で一生懸命書いてくれました。原文のまま掲載します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フランス人留学生エデンさん 1年間 国際教養科で学ぶ 

私の一年のりゅうがくせいが楽しかったです。いい人に会えました。たくさんいいおもい

でをつくりました。高校でともだちと話しかけて、昼ごはん食べて、めっちゃいいだった。

日本ではけっこうたくさん学校行事があります。うんどうかい、クラスマッチ、合唱、あと

文化祭が楽しみ！ 

フランスであまりない、少ないです。だからほんとに楽しかった。修学旅行も沖縄で海を

見て、あたらしいものをはっけんして、楽しかった。日本の高校生活は楽しくて、おもしろ

かった。日本のお正月とフランスのはちがう。だからたくさんはっけんした。おせちりょう

りをつくって、お寺と神社に行ったり、どんどんやきを見たり。おもしろかったです。 

一年間の交換留学はほんとに「一年の中にぎょうしゅく(凝縮)されたじんせい(人生)」です。

一年中がいつもいいじゃなくて、さいしょの 3 ヶ月がむずかしかったけれど楽しい、ことば

をしゃべれないとぜんぶがあたらしいだからすごい楽しかった。 

今まで先生とともだちとホストファミリーとありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

    

 FICTS 長野の土屋龍一郎さんに、英語字幕翻訳の講義をしていただきました。最初に松本秀峰高校の

生徒さんが字幕をつけた映画を見ました。そのあと、土屋さんが映画字幕翻訳家の第一人者である戸田

奈津子さんにインタビューした際の音声を再生しながら、字幕翻訳の基本を教えていただきました。

「１秒３文字」のルールを守るために、一字一句翻訳する必要はないこと、映像の力を借りて観て分か

ることは訳さないことなどを教わりました。最後に、同じ映画に戸田さんが字幕をつけた映画を見せて

いただきました。戸田さんの字幕の文字数は高校生の半分でした。字幕を追うのに必死にならずに済む

こともあり、感情移入がしやすいのがよく分かりました。希望者は夏休みにかけて映画に字幕をつけ、

その作品は９月に開催される「FICTS Nagano 国際スポーツ映画祭 2026」で上映されます。 

ライオンズクラブ主催 青少年海外派遣コンテスト  

２年国際教養科 ブイさん デンマークへ 

映画字幕翻訳 研修 

国際教養科２年のブイ ティ ミン フォンさ

んは、昨年ライオンズクラブ青少年海外派遣コ

ンテストの作文審査、続いて面接審査に通り、

夏期海外派遣生に選ばれました。ブイさんは６

月 27日（土）にデンマークへ向けて出発しま

した。ブイさんはデンマークに１か月滞在し、

帰国後には国際教養科の生徒を対象に報告会を

計画しています。 

 


